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の感情は，1957 年 11 月にアランバーグ女子大学（Allanburg Women’s Institute）1がオンタリオ州政府に
対しナイアガラ地方への大学の設置を前向きに検討してほしい旨依頼した時に１つの運動となった。そ
して 1962 年秋までにブロック大学設置者委員会（Brock Founders Committee）が設置された。ブロック
大学設置者委員会は新大学創設の承認を得て，その後経営プランと学術プランを策定し，資金調達活動
を開始した。数年にわたる議論と資金調達活動の後，ブロック大学はオンタリオ州の制定法である「ブ
ロック大学法（Brock University Act, Statute of Ontario, 1964, Chapter 127, as amended by 1971, Chapter 107）
によって 1964 年 9 月に開学した。セント・キャサリンズのナイアガラの断崖の麓にあった冷蔵工場を
新しくしたクラスに出席したのは，127 名の学生であった。1966 年，ランドマークであるブロック・タ
ワーが完成し，大学はナイアガラ断崖の頂上にある大学の恒常的な本部へと丘を登って移転し始めた。
                                                        
1 アランバーグ女子大学について，詳しくは次のウェブサイトを参照されたい。https://brocku.ca/brock-
news/tag/allanburg-womens-institute/.（2018 年 5 月 23 日採取） 
















を代表する 18 世紀フランスの哲学者），サミュエル・ジョンソン（Samuel Johnson，18 世紀イングラン
ドの文学者）など多様であったことなどにもよる。4 
 現在のブロック大学は，応用保健科学部（Faculty of Applied Health Sciences），教育学部（Faculty of 
Education），人文学部（Faculty of Humanities），数理学部（Faculty of Mathematics and Science），社会科学
部（Faculty of Social Sciences），大学院学部（Faculty of Graduate Studies）5，グッドマン・ビジネススクー
ル（Goodman School of Business）の６学部・大学院から構成されている。2016 年 11 月１日時点の在籍
学生数は，学部生 17,014 名，大学院生 1,690 名，合計 18,704 名であり，そのうち留学生は学部生が 1,324
名，大学院生が 595 名，合計 1,913 名で，全学生の約 17％を占めている。留学生のうち 76％はアジア系
である。教員数は 588 名となっている。6 
 
2. M.Ed.プログラムの概要 
（1） ブロック大学教育学部及び M.Ed.プログラム設置の背景と現在 
 ブロック大学が 1964 年にセント・キャサリンズに開学したことは上述したが，その教育学部はブロ
ック大学とオンタリオ州教育省の特別な調整を通して，1965 年にセント・キャサリンズ・ティーチャー
ズ・カレッジ（St. Catharines Teachers’ College）としてその運営が始まった。セント・キャサリンズ・テ
ィーチャーズ・カレッジはその後，1971 年にブロック大学に統合されたときに教育カレッジ（College of 
Education）となった。その時に，教員養成プログラムに加えて，カレッジは現職教員に対する追加資格
                                                        
2 当該段落は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/about/history/（2018 年 5 月 22 日採取）。 
3 公的には 1791 年の立憲条令（Constitutional Act，カナダ法）制定時から 1840 年に制定された連合法（Act of 
Union of Upper Canada and Lower Canada）が翌 1841 年に施行されるまで使われた地名で，現在のオンタリオ
州にあたる地域を指す。詳しくは（平田，2017）を参照されたい。 







content/uploads/sites/90/2016-2017-Brock-Facts.pdf（2018 年 5 月 26 日採取）。 
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コース（Additional Qualification Course）7も開講することとなった。1976 年春にカレッジで最初の修士号
が授与され，1989 年には教育カレッジは教育学部（Faculty of Education）として知られるようになった。 
 教育学部の前身であるセント・キャサリンズ・ティーチャーズ・カレッジが教育カレッジとしてブロ
ック大学に統合されてから 47 年，そして最初の修士号が授与されてから 42 年が経つ現在までの M.Ed.
取得者数の累計は 5,183 名であり，これはこれまでの全大学院学位取得者数累計の 11,179 名の約 46％を






の２つある管理機関の１つである理事会（Board of Trustees）9によって任命された学術担当副学長（Provost 




養成学科（Department of Teacher Education）」や大学院関連の部署に連なっている，主に教育を担当する
系統であり，学部長と同色で系統づけられていることから，教育学部の中心的機能を担っていることが
わかる。右側のオレンジで示されているのは，調査研究関連の系統となっている。M.Ed.プログラムは青




領域コーディネーター（Coordinator, M.Ed. Social Cultural FOS）」や「教育経営リーダーシップ領域コー
ディネーター（Coordinator, Administration & Leadership FOS）」，「教育・学習・発達領域コーディネーター
（Coordinator, Teaching, Learning, Devt. FOS）」などがこのラインに位置づけられている。この「大学院・ 
                                                        
7 追加資格コースとは，教員採用時に取得している資格に，採用後資格を追加するために受講するコースで
ある。例えばオンタリオ州では，教員免許は 12 学年を４つのディビジョンに分けて設定されており，それぞ
れプライマリー（primary, K-3），ジュニア（junior, 4-6），インターミディエイト（intermediate, 7-9），シニア
（senior, 10-12）となっている。通常はプライマリー＆ジュニア（PJ），ジュニア＆インターミディエイト（JI），
インターミディエイト＆シニア（IS）というように，隣り合う２つのディビジョンで免許を取得する。例えば




日本での中学 1 年生，11 年生は高校２年生に相当する。 
8 本段落は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/institutional-analysis/wp-
content/uploads/sites/90/2016-2017-Brock-Facts.pdf（2018 年 5 月 26 日採取）。 
9 ブロック大学では大学運営において二院制を採用しており，一方が理事会，もう一方が評議会（Senate）で
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図 1 ブロック大学教育学部組織図（全体） 
出典：ブロック大学ウェブサイト https://brocku.ca/education/wp-content/uploads/sites/12/FOE-Organization-
Chart-October-2014-No-names.pdf（2018 年 5 月 25 日採取，2019 年１月時点では削除されている） 
 






なる。なお，この組織図が作成・ウェブサイト上にアップされたのは 2014 年であるが，2018 年９月に
筆者が実施した現地調査において，組織図上の青系統ラインにある「教員養成学科」「大学院・学部教育
学科」「併行教員養成学科（Office of Concurrent Education）」10の３学科は「教育学科（Department of 
Educational Studies）」という形で統合されたという情報を得た。つまり，レイクヘッド大学（Lakehead 
University）やウィンザー大学（University of Windsor）との連合大学院学位を管轄する「連合 Ph. D.事務




られている。コア教員は教授（professors）が 16 名，准教授（associate professors）が 28 名，助教授（assistant 
























前後者いずれにせよ教員資格取得までは， 2015 年以前入学者は通常５年，2015 年以降は通常６年かかる。
この違いが生じたのは，2015 年から教員養成期間が１年から２年に延長されたためである。2015 年以降の
教員資格取得プロセスについて，詳しくは（Ontario College of Teachers, n. d.）を参照されたい。 
11 本段落は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/webcal/current/graduate/educ.html （2018 年 5 月
14 日採取）。 








サーチ・パスウェイの学生はメジャー・リサーチ・ペーパー・オプション（Major Research Paper (MRP) 
Option）13か学位論文オプション（Thesis Option）かのいずれを修了することによって学位取得を目指す
かを選択することができる。リサーチ・パスウェイのフルタイム学生は，秋学期を成功裏に修了した後
に学位論文か MRP かの決定をすることになる。このためには，学生は MRP 修了申請書あるいは学位論
文修了申請書と 250 字のリサーチ・プランを，コースワークを完了した後に提出しなければならない。
修了に必要な授業科目や単位はパスウェイ・オプションによって異なっており，「コース・パスウェイ・
オプション」ではすべての学生は，半単位科目（half-credit courses）14 9 つに加えて，「EDUC 5Q97: 
Culminating Seminar」（授業科目の内容については後述）を習得しなければならない。「リサーチ・パスウ
ェイ－MRP オプション」を選択した学生はすべて，半単位科目７つに加えて，「EDUC 5D91: Major 
Research Paper」を習得しなければならない。「リサーチ・パスウェイ－学位論文オプション」の学生は，
すべて半単位科目５つと「EDUC 5K95: Thesis Tutorial，EDUC 5P92: Introduction to Educational Research」
を習得しなければならない。また，フルタイム学生のすべては，秋学期のみ開講される単位認定のない













                                                        





14 ブロック大学関係者によると，ブロック大学では 12 回（12 週）で構成される１つの授業が通常半単位と
なっている。ゆえに，ここで述べられている半単位科目 9 つに１つの必修科目を取ることによって，10 の授
業から５単位を得る，ということになる。ちなみに，日本では通常１授業は 15 回で構成されるが，カナダの
大学院では１授業 12 回というのが一般的である。但し，授業時間は一回につき 3 時間である。 
15 本節当該箇所までの記述は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/nextstep/programs/master-of-
education/ （2018 年 5 月 14 日採取.）。 
16 本段落の記述は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/education/programs/graduate-programs/master-
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② 専門領域（Field of Specialization: FOS） 
専門領域については，学生は申請時に次の３つの専門領域の１つを選択することになっている。すな
わち，「教育の社会的文化的コンテクスト（Social and Cultural Context in Education: SCCE）」，「教育・学
習・発達（Teaching, Learning, Development: TLD）」，「教育経営とリーダーシップ（Administration and 




表 1 各専門領域及びパスウェイ・オプションごとの修了要件 
 
出 典 ： https://brocku.ca/education/wp-content/uploads/sites/12/MEd-Pathways-degree-requirements-chart.pdf





                                                        
of-education/#time-to-completion（2018 年 11 月 22 日採取）。 
17 図 2－4 の出典はすべて次の通り。https://brocku.ca/education/wp-content/uploads/sites/12/MEd-Field-of-
Specialization-Pathways-Flow-Chart-2017-18.pdf（2018 年 5 月 20 日採取）。 
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わち，「パート１：基礎準備（EDUC 5P00: Part I: Preparing the Ground）」と「批判的言説の開発（EDUC 
5P01: Developing a Critical Language）」（授業の概要はすべて後述）である。コース・オプションの学生は，
その他に当該領域の選択科目を３つ，MRP オプションの学生は選択科目２つ，学位論文オプションの学
生は選択科目１つを習得しなければならない。当該領域の選択科目はすべて番号順に EDUC 5P02 から
EDUC 5P29 までとされている。V コース（EDUC 5V01-5V18 など）は当該領域の選択科目として履修可
能な特論選択科目である。コース・パスウェイの学生は独立学習（EDUC 5P98）とインターンシップ
（EDUC 5P96）の双方を履修できる。MRP パスウェイか学位論文パスウェイの学生は EDUC 5P98 か
EDUC 5P96 のどちらかを履修することはできるが，両方履修することはできない。またその他にリサー
チ・ベースの科目を取らなければならない。EDUC 5N99 は無単位の卒業演習であるが，全てのフルタイ
ム学生は習得しなければならない（TLD も ALE も同様）。 






ム（EDUC 5P30: Development, Learning and Curriculum）」を習得しなければならない。コース・オプショ
ンと MRP オプションの学生は，その他に当該領域の選択科目を３つ，学位論文パスウェイ・オプショ
ンの学生は選択科目２つを習得しなければならない。当該領域のすべての選択科目は番号順に，EDUC 
図 2 SCCE における修了までのフローチャート 
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5P31 から EDUC 5P59 までである。V コース（EDUC 5V30-5V70 など）については，SCCE と同様であ










になる。学生は当該領域の必修コア科目「組織の構築（EDUC 5P60: Constructions of Organization）」及び
「教育における政治・権力・政策（EDUC 5P62: Politics, Power, and Policy in Education）」を習得しなけれ
ばならない。その他に，コース・オプションの学生は当該領域の選択科目を３つ，MRP オプションの学
生は同じく２つ，学位論文オプションの学生は１つ習得しなければならない。当該領域のすべての選択
科目は，順番通りに EDUC 5P63 から EDUC 5P79 となっている。V コース（EDUC 5P77 など）について
は，SCCE・TLD と同様である。コース・パスウェイの学生は独立学習（EDUC 5P98）とインターンシ
ップ（EDUC 5P96）の双方を履修できる。MRP パスウェイと学位論文パスウェイの学生は EDUC 5P98
図 3 TLD における修了までのフローチャート 
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Language Testing System，日本語では「アイエルツ」と表記される）や TOEFL（Test of English as a Foreign 
Language，「トフル」）での点数といった英語能力に関する証明書を提出しなければならない。20 
                                                        
18 本項の記述は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/nextstep/programs/master-of-education/ （2018
年 5 月 14 日採取）。 
19 ブロック大学関係者によると，同大学のグレード・スケールは次のようになっている。90－100（A+），
80－90（A），75－79（B+），70－74（B），60－69（C），50－59（D）。C と D は卒業レベルに達していない
と評価される。 
20 本段落は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/nextstep/programs/master-of-education/（2018 年 5
図 4 ALE における修了までのフローチャート 




























 申請時に提出する推薦者の E メールアドレスが正確であることを確認すること。 
 申請者が提供する推薦者に関するすべての情報が間違いなく正しいこと（申請書提出後に必要な場
合は修正可。但し，スペル・ミスや E メールアドレスの変更は審査を大幅に遅らせることになる。）。 
 大学院が申請を受け取ると，その旨推薦者に E メールで電子版推薦書が送られる。 
 複数のプログラムにわたって同じ推薦者をリストに載せている場合，推薦者はプログラムごとに電
子推薦書を別々に受け取ることになる。その旨，推薦者に周知しておくこと。 
 はじめの E メールが届いてから 10 日以内に推薦者からの推薦書が大学院に届かない場合，大学院
から推薦者に自動的にリマインダー・E メールが送られる。 
 申請者はブロック・ポータルを使って大学院が電子推薦書を受け取ったかどうかをモニターできる。 




                                                        
月 14 日採取）。 



































 EDUC 5P09 言語理論（Theories of Literacy） 
                                                        
21 本項当該箇所までは，次の URL を参照した。https://brocku.ca/nextstep/apply/（2018 年 5 月 19 日採取）。 
22 本段落は，次の URL を参照した。https://brocku.ca/nextstep/programs/master-of-education/（2018 年 5 月 14
日採取）。 
23 本項第二段落以降は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/nextstep/apply/（2018 年 5 月 19 日
採取）。 
24 授業概要は，次のウェブサイトを参照した。https://brocku.ca/nextstep/programs/master-of-education/ （2018
年 5 月 14 日採取）。 
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教育言説において継続的に議論されている言語指導を歴史的に分析する。 
 EDUC 5P10 知識の集積地としての体系性：具現化とカリキュラムの探究（The Body as a Site for 





 EDUC 5P11 文化・アイデンティティと教授法：生きたカリキュラムを前進させる（Culture, Identity, 
and Pedagogy: Advancing a Lived Curriculum） 
教員と児童生徒との関係における教育的コンテクストにおいてカリキュラムを実施することを検
討し，公平な教育的経験を支援する多文化的かつ反人種差別的枠組みや理論，教授法を分析する。 
 EDUC 5P13 教育の社会学的基礎（Sociological Foundations of Education） 
学校，コミュニティと社会の関係を社会学的視点から分析し，現在の教育的関心に関する理論的実
践的観点について検討する。 








 EDUC 5P17 教育社会学及び教育におけるエクィティ研究の理論的志向性（Theoretical 




 EDUC 5P19 児童文学と教育理論（Children's Literature and Theory in Education） 
読者の反応やフェミニスト理論を含む，現代の児童フィクションや詩，理論的アプローチを学ぶ。 
 EDUC 5P20 教育史・哲学（History and Philosophy of Education） 
多元社会における教育の目的に関する現在の議論の観点から歴史的かつ現代的理論や教育哲学を
批判的に分析し，オルタナティブな教育理論を用いて現代の文化的コンテクストについて検討する。 
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 EDUC 5P25 ジェンダー化の教育史（Gendering Educational Histories） 
男性的・女性的な教授法上の哲学や伝統，言説の相対立する歴史を検討し，基準，目標，その他の
権威主義的測定方法の男性的な教授法実践の下に埋め込まれている女性の声を回復させる。 
 EDUC 5V01-5V18 「教育における社会的文化的コンテクスト」特論（Special Topics in Social and 
Cultural Contexts in Education） 
教育における社会的文化的コンテクストにおける特定の課題領域を研究することを望む学生向け
の演習。 
 EDUC 5V14 2016－17 年度 21 世紀の識字教育を理解する：新しいリテラシー，デジタル・リテラ
シー，デザイン・リテラシー（2016-17 Understanding 21st Century Literacy Education: New, Digital, 










注意：EDUC 5P30 において最低でも 70％（B）の成績を取れなかった場合は当該プログラムを辞め
なければならない。 




 EDUC 5P32 学習と知性（Learning and the Mind） 
長期短期の記憶や注意力，メタ認知を含む学習に影響を及ぼす認知的要因について検討する。明白
な指導と足場の原理をレビューし，記憶，学習，戦略的指導に関連するミニ実験に参加する。 
 EDUC 5P33 発達・生涯学習と意味形成（Development, Life-Long Learning and Meaning-Making） 
生涯心理学やナラティブ・メソドロジーを用いて教育における発達問題を批判的に理解し，理論的
実践的アプローチや教育や学習にとっての含意を用いて職業的加齢と発達を検討する。 
 EDUC 5P34 高等教育・成人教育における個人・制度・生涯学習（Individuals, Institutions and 
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 EDUC 5P41 幼児教育（Early Childhood Education） 
最善の成長を奨励する幼少期のカリキュラムをデザインする意図をもって，子どもの発達の過去と
現在のプログラム・モデルの有効性に関する調査を検討する。 




 EDUC 5P43 教育に対するインビテーショナルでホリスティックなアプローチ（Invitational and 








 EDUC 5P45 教室における学習困難：診断とプログラミング（Learning Difficulties in the Classroom: 




 EDUC 5P46 教室における行動障害（Behavioural Disorders in the Classroom） 
子どもや青年の行動障害について分析し，原因論，診断と介助に関する生物学的，心理学的，行動
的，及び認知的モデルを検討する。トピックとしては，反抗挑戦性障害，行動障害，多動性不安衰
平田 カナダ・ブロック大学大学院における M.Ed.プログラムの制度設計と諸特徴 
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弱などを含む。理論と実践をつなぐ事例研究分析を行う。 
 EDUC 5P47 教室における感情生活（Emotional Lives in the Classroom） 
心理教育学的調査，インクルーシブ哲学及び教育実践を通して，児童生徒の感情的経験や自己知識
について探究する。 
 EDUC 5P48 カリキュラムの中の科学（Science in the Curriculum） 
現在のアプローチを含む小学校及び中等学校科学カリキュラムを分析する。その際，マルチメディ
アや教授活動を重視する。 









 EDUC 5P52 高等教育における現代的課題（Contemporary Issues in Higher Education） 
高等教育における教育的専門的環境の変化との関連における期待や役割，利害関係者の機能を検討
する。その際，ICT，遠隔学習，公的アカウンタビリティ，成果指標等をトピックとする。 
 EDUC 5P54 思考能力を発達させるためのカリキュラム・デザイン（Designing Curriculum to 
Develop Thinking Abilities） 
カリキュラムを通じて批判的反省的思考スキルを発達させるための過去及び現在の概念や理論を
分析し，応用する。 
 EDUC 5P55 カリキュラムにおける数学（Mathematics in the Curriculum） 
現在のアプローチを含めて，主要な課題や傾向を強調しながら，小学校及び中等学校数学カリキュ
ラムを分析する。 








 EDUC 5P59 カリキュラムにおける芸術（The Arts in the Curriculum） 
創造性のある人物が認知的・社会的・運動感覚的で課題解決型の戦略を使うことで，芸術やドラマ，
音楽や書写を教育することの意味ある学びへの貢献について検討する。 
 EDUC 5V30-5V70 教育・学習・発達特論（Special Topics in Teaching, Learning, and Development） 
教育・学習・発達に関する特定の課題領域を学びたい学生対象の演習。 
 EDUC 5V40 2017－18 年度生涯にわたる思考と学習の理論（2017-18 Theory of Mind and Learning 
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 EDUC 5P60 組織の構築（Constructions of Organization） 
教育機関に関連する組織理論の分析を行う。本授業は，人々はどう組織を形成しまた組織によって
どう形成されるか，そしてそれらの相互的プロセスが経営的・専門的実践にどう影響するのかに重
点を置く。EDUC 5P62 を履修するためにはこの授業の単位を修得しなければならない。 
注意：この授業で最低でも 70％（B）の成績を納められなかった場合は，当該プログラムを辞めな
ければならない。 
 EDUC 5P62 教育における政治，権力，政策（Politics, Power, and Policy in Education） 
政治過程としての政策形成を分析する。その際，教育政策やその相反しそして共有される利益につ
いて交渉するアクターに焦点を当てる。 
前提条件：EDUC 5P60 を習得していること。 
注意：この授業で最低でも 70％（B）の成績を納められなかった場合は，当該プログラムを辞めな
ければならない。 
 EDUC 5P63 アカウンタビリティと教育（Accountability and Education） 
アカウンタビリティについて，その教育実践におけるイデオロギーとガバナンスの影響について，
批判的かつ歴史的に検討する。 
 EDUC 5P64 教育上の意思決定における倫理（Ethics in Educational Decision Making） 
教育経営実践における裁量権限，倫理枠組みと意思決定モデルのインパクトについて分析し，意思
決定の必然性について検討する。 
 EDUC 5P65 管理職のアイデンティティを構築する（Constructing an Administrative Identity） 
管理職のアイデンティティを明確化し構築する社会心理学的次元に焦点をあて，課題に基づいたア
プローチを用いて，教育組織における共通かつ繊細な経営的チャレンジについて検討する。 
 EDUC 5P70 教育経営の社会的コンテクスト（The Social Context of Administration） 
  教育管理職の義務と社会正義政策・実践・言説への入り口に焦点を当て，社会秩序を永続あるいは
阻害することにおける教育管理職の役割を検討する。 
 EDUC 5P72 教育改革の効果（Effecting Change in Education） 
安定性と持続可能な改善に向けての変化のバランスをとった，詳しい情報に基づく反応を発達させ
ることに焦点を当て，教育機関における義務的で緊急の変化を分析する。 
 EDUC 5P73 教育におけるリーダーシップの課題（Challenges of Educational Leadership） 
教育に関わるコンテクストにおけるリーダーシップの目的と想定について検討し，経営的・専門的
実践におけるリーダーシップと管理の間の緊張とコネクションについて考察する。 
 EDUC 5P74 教育機関での生活（Life in Educational Organizations） 
全ての組織メンバーの成長や発達，実践に影響を与える共有され異議を唱えられている規範や想定
に焦点を当て，教育環境における個人間の緊張やダイナミクスについて検討する。 
 EDUC 5P75 教育財政（Financing Education） 




 EDUC 5P76 法とともに（法において）生きる（Living with(in) the Law） 
教育判例法の問題や関心，判決を検討し，法的決定が経営的かつ専門的実践にどのように影響を及
ぼすかについて分析する。 
 EDUC 5P77 組織における学習（Learning in Organizations） 
組織的学習や知識システムにおいて議論されている理論や実践を検討し，個人的学習経験の組織的
学習における影響について考察する。 




（4） 総合コース（General Courses） 





注意：MRP 研究計画申請書は EDUC 5D91 の履修前に学部・大学院教育部門に提出し承認されなけ
ればならない。この科目の修得は，EDUC 5Q91 において以前に取得した成績及び単位と入れ替わる
こととなる。 





注意：MRP 研究計画申請書は EDUC 5K95 の履修前に学部・大学院教育部門に提出し承認されなけ
ればならない。この科目の修得は，EDUC 5F95 において以前に取得した成績及び単位と入れ替える
こととなる。 










 EDUC 5P81 教育調査における個人的語り（Personal Narratives in Educational Research） 




 EDUC 5P82 教育調査における量的方法（Quantitative Methods in Educational Research） 
実験的デザインや相互関連的研究，アンケート調査を含む，教育調査において用いられる量的調査
アプローチについて検討する。データを分析し解釈するための統計手続きやスキルを養う。 
必要条件：EDUC 5P92 習得済みか担当教員の許可が必要。 
 EDUC 5P83 教育調査における概念的方法（Conceptual Methods in Educational Research） 
現代的な教育理論が基づいている教育概念の広範かつ包括的な用語を学び，特に概念的記述（エッ
セイ）や基礎的議論といった多様な学習コンテクストに応用する。 
 EDUC 5P84 専門的発達へのアプローチ（Exploring Approaches to Professional Development） 
専門的発達に向けての理論的経験的アプローチについて検討し，教員の力量形成，学習する組織，
教育改革にとって専門的発達が果たす役割について分析する。 




 EDUC 5P86 データに基づく意思決定（Data-Based Decision Making） 
教室や学校，組織の計画に関連する意思決定のためにデータを使用することを促進する統計的技術
やデータを掘り起こす戦略について検討する。 












 EDUC 5P94 上級執筆演習（Advanced Writing Seminar） 
高等教育における研究上の執筆や出版の方法についての学際的アプローチについて検討し，個人的
な関心や著者としての自己意識に関連する執筆・出版サイクルの諸ステージについて考察する。 





 EDUC 5P96 教育インターンシップ（Educational Internship） 











学習）か EDUC 5P96（教育インターンシップ）のいずれか１つに制限される。 
 EDUC 5P99 教育学入門（Introduction to Studies in Education） 
教育を１つの学問分野として，また知識を得る複数の方法として学ぶ。現在の教育理論や傾向，教
育問題をレビューし，調査能力の基礎を養う。 

























                                                        
25 https://brocku.ca/webcal/current/graduate/educ.html（2018 年 5 月 14 日採取）。 
26 https://brocku.ca/education/faculty-and-staff/（2018 年 5 月 27 日採取）。 






































































る。例えば，タッカー＆フシェル（Tucker & Fushell, 2013）は，カナダのニューファンドランド＆ラブラ
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